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トッパンホール開演 

ハイドン
ピアノ・ソナタ ト長調 Hob.ⅩⅥ-40

Haydn: Sonate G-Dur Hob.ⅩⅥ-40

ベートーヴェン
ピアノ・ソナタ第12番 変イ長調 Op.26 《葬送》

Beethoven: Sonate Nr.12 As-Dur Op.26 
ピアノ・ソナタ第14番 幻想曲風ソナタ 

嬰ハ短調 Op.27-2 《月光》
Beethoven: Sonata quasi una Fantasia cis-Moll Op.27-2

ハイドン
ピアノ・ソナタ 変ロ長調 Hob.ⅩⅥ-41

Haydn: Sonate B-Dur Hob.ⅩⅥ-41

ベートーヴェン
ピアノ・ソナタ第8番 ハ短調 Op.13 《悲愴》

Beethoven: Sonate Nr.8 c-Moll Op.13 “Pathétique”
ピアノ・ソナタ第18番 変ホ長調 Op.31-3

Beethoven: Sonate Nr.18 Es-Dur Op.31-3
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（P.マクナルティ2002年製作）使用11 /11 /2024

発 売：6月12日 水 ［会 員：6月8日 土 ]
全 席 指 定 6,000円 ／ U-25  3,000円

［月］



2024.5
表面写真©Marco Borggreve　裏面写真©大窪道治

チケットぴあ t.pia.jp［Pコード 269-819］／イープラス eplus.jp
ローソンチケット l-tike.com［Lコード 32833］

Ⅰ

なったのではないでしょうか。

　選ばれたベートーヴェンの作品は、トッパンホール

としてはめずらしく、《月光》《悲愴》《葬送》といっ

た人気作品が並びます。ブラウティハムのフォルテピ

アノでこれらの作品が未知の耀きに溢れることでしょ

う。彼の得意とする第18番（変ホ長調）も、必聴の作

品です。一方のハイドン作品は共に10分ほどの2楽章作

品。コンサート冒頭に置かれた（ウィーン原典版に準

拠すると）第55番として知られる変ロ長調は、当時の

典型的スタイルを保ち、演奏の可憐さとともに、続く

《悲愴》へのコントラストを描くことでしょう。休憩後

に置かれた第54番（同上）の2楽章はハイドンの才気と

ブラウティハムの闊達な指が結びつき、圧倒的な疾走

感で爽やかな感動を呼ぶとともに、続く《葬送》ソナ

タと作風と時代の違いを明らかにするに違いありません。

　大きな体躯を駆使し瞬く間もなく作品に斬り込む姿

は豪快ながら、指先から溢れ出る音楽は濃やかに彫琢

された繊細なもので、ときに哀切に、ときに情感に満

ちた世界へと聴き手を鮮やかに誘
いざな

います。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　10月のアンドレアス・シュタイアーに続いて、11月に

は性格も音楽もまったく異なるフォルテピアノの名手、

ロナルド・ブラウティハムが登場します。ライオンのた

てがみを思わせる迫力ある銀髪をなびかせ、さっそう

と舞台に登場して間髪を入れずに雄弁な闊達な音楽を

奏で、一瞬にして私達をブラウティハムワールドに引

き込む手腕はいつも鮮やか。前々回、2019年5月にハイ

ドンの変ホ長調作品とベートーヴェンのハ長調作品と

を対比させ、ハイドンのピアノ作品の新しさと魅力、そ

してフォルテピアノで聴く《ワルトシュタイン》の斬新

さを見事に描き出した名演は忘れることが出来ません。

　「その続編をぜひ！」と望んだこちらのリクエスト

に応えての今回のプログラムは、さらに多くの鍵盤楽

器ファンを唸らせ、聴いてみたいと思わせるものに
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